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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞

・チーフ変更について

１／２１（土）準夜チーフ　上口ＪＧＭ→橘ＪＧＭへ

１／２８（土）深夜チーフ　上口ＪＧＭ→藤原（英）ＭＮｓへ

・定期採血、検尿について

今月の定期採血・検尿は本日で終了しています。

・症例検討会について

①ＷＩＺ内の北病棟のフォルダにあった『川端Ｄｒ症例検討会』を、『症例検討会』へ変更しています。また、各主治医別にフォルダを分けています。今までに実施した川端Ｄｒの患者様の症例検討会で使用したファイルは川端Ｄｒのフォルダへ保存しています。重複しているファイル等がありましたら削除するようにして下さい。

②担当するスタッフが公休等で症例検討会を実施する場合がある為、カンファレンスシートの作成を各受け持ち担当スタッフで作成するようにしましょう。シートはプリントアウト後に松橋ＳＧＭへ提出して下さい。〆切は１／３１（火）までとします。

③症例検討会終了後、報告書の提出がされていない物があります。症例検討会実施報告書を作成しプリントアウト後に提出して下さい。また、終了した患者様は次回の実施に備えるようにしましょう。

・浴室のボイラーについて

ボイラーの故障に伴い、１／１８（水）の入浴を東病棟にて実施する事としています。本日、ボイラーの修理は終了しお湯が出るようになっていますが、使用は次回の入浴日（１／２０）からとします。

・ＮＰＯ　会報誌配信について

今までは、ＮＰＯ法人地域生活自立支援センター　メンタル・ケア・サポートの会報誌を会員の方へ配信していましたが、新規事業を開始するにあたり職員全員へＮＰＯ法人の活動を広く理解して頂く為、全部署へ配信しています。病棟メールにて配信されていますので、各自で目を通して下さい。

・男子トイレのドアについて

先日の巡視にて、ドアの塗装が剥がれ錆が出ている事から修繕依頼をしていました。本日、ペンキを塗っており修繕が終了しています。

＜患者様連絡事項＞

・上村　みわ様～本日、感冒症状あり発熱も見られた事から、１／１８（水）朝食後より臨時薬ＰＬ　３Ｐ　３×１／３Ｔ（総合感冒薬）が処方となっています。本人、脇腹痛や胃痛を訴えていますので感冒症状と共に身体症状の観察をして行きましょう。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・菊地　明子様～気分の落ち込みあり、リハビリテーションプログラムは顔出しのみ行っています。最低限の日課（整容など）は促しにて取り組む事が出来ています。本人より「情けない」「こんなんじゃ東病棟に送られてしまいますね」と悲観的な発言聞かれていますので、引き続き日課等を本人のペースで取り組めるよう促し、訴えを傾聴して行きましょう。

＜作業療法報告＞

・菊地　明子様～先週末より参加出来ない状態となる事があります。本人のペースで取り組めるよう、参加時は様子観察して行く事としています。

・山田　隆雄様～先週は表情を硬くしており、スタッフが挨拶や声掛けをすると返答するという事がありました。周囲とのトラブルや奇異行動（耳を塞ぐ等）は見られず、作業時は休み休み取り組む事が出来ていました。引き続き、参加状況の観察をして行きます。

・浅野　秀子様～作業療法へ参加する事が出来ています。作業スタッフが待っていて欲しい事を伝えると拒否なく応じる事も出来ており、物品の準備も自分で行う事が出来ています。

＜Ｄｒ川端　診察＞

・岡田　石子様～現在、外泊訓練中である為、口頭での指示受けをしています。帰院後も診察は行わないとの事でした。主治医より、金銭管理、通帳記入、入院費のコピー、ドライヤーの購入について確認をするよう指示がありますので、ご家族へ確認しましょう。本人の財布を持って出ているため、本人の財布以外にも財布を持っていたり、小遣いを貰っている事があるためご家族と一緒に行えるようであれば確認して頂きましょう。本日、妹様より電話あり外泊の帰院時間を１／１８（水）１７時までと早めています。

・滝澤　久江様～前歯が抜け、１／２０（金）に当院の歯科受診をする旨を主治医へ情報提供しています。食事摂取状況の観察をして行きましょう。

・浅野　秀子様～「１５日に叫んじゃって東病棟に行ったのよ」と主治医へ話しています。（実際は１／１６（月）の出来事である）引き続き、精神症状の観察をして行きましょう。１／１８（水）夕食後より同内容にて臨時薬継続処方となり、以後定期薬処方となります。

ベンチ腫の疼痛を訴え、右第１・２趾、左第１趾へのスピール膏の貼付の指示が出ています。皮膚状態の観察をして行きましょう。

１／１８（水）より、ＧＡＦの点数が２５点となります。間違えずにカルテへ記載しましょう。

・山田　隆雄様～フルメジン（精神神経用剤）が臨時処方となり２週間が経過、本日より定期薬処方となっています。耳を塞ぐ、両手を擦る、足を揺するといった奇異行動は減少して来ています。引き続き、精神症状の観察をして行きましょう。

鼻汁・鼻閉感などの感冒症状あり、発熱見られる事から小青竜湯３Ｐ　３×ｎｄＥ／５Ｔ（漢方製剤）が臨時処方となっています。本人、感冒症状に関して自覚がない様子ありますので、身体状態の観察を行い、都度説明を行い安静を促しましょう。

＜症例検討会＞

・浅野　秀子様（６８）　主：統合失調症　合：内痔

従たる精神障害：アルツハイマー型認知症

保護者：妹様（市内在住）：拒絶、関係劣悪という事はないが、過去に精神症状悪化した際に振り回されてしまった事が原因で、良い感情を抱く事が出来ない・本人との関わり方が分からないとはなしている。秀子様本人が電話を架けやすく、物事を依頼しやすいと話すのはおいらせ町在住の妹様との事。比較的協力的だが、遠方のため面会は月１回程度。

【本人・家族の希望】

本人：施設入所→病棟生活においては、出来れば北病棟で生活したい。東病棟に行くなら南病棟が良いと話している。

家族：施設入所

【現在利用中の社会資源】

・生活保護受給中（Ｈ４．７／１～）

・介護保険⇒現在、家族に申請依頼中

・精神保健福祉手帳１級所持

【現在の経過】

・作業療法：理解力が上がった

→身体症状悪化し転棟する以前に比べ、作業工程や物品準備等も忘れる事なく一人で行う事が出来ている。

・病棟生活：ＡＤＬ面ほぼ自立

→日課、各プログラムに関して現時点ではほぼ自立している。忘れていたり、分からない所はスタッフからの声掛けで取り組む事が出来ている、

・日常生活面

①排泄に関する訴えが減った

→トイレに行く事はあるが、トイレ篭りや排泄を気にした多飲水等は見られていない。

②日課への取り組みスムーズ

→以前は買い物もスタッフへ依存的となる事があったが、現在は自分で週１回出掛ける事が出来ている。各プログラムも時折拒否的な発言聞かれるも促しにて最後まで参加、取り組む事が出来ている。

・精神症状面

①排泄に関する固着、訴えが減った

→他者が入っている所を追い出したり、頻回に出入りする事があっても周囲とのトラブルはなく以前より減少している。

②言葉遣いが変化した

→「○○ですのよ」「～なのよ」といった口調がなくなった

【現在の問題点】

・要求が通らない事で易怒性を示し、他者トラブルになる可能性がある

→自身の要求が通らない事で一時的に易怒的となる事がある。周囲とのトラブルは現在見られないが、注意が必要である。

【南病棟への移棟について】

・多飲水について

→南病棟Ａユニットの個室には、水道やシャワーがある事から多飲水傾向となる可能性が考えられる為、対応は困難と思われる。

・気分変動について

→些細な事で易怒性を示すことがあるため、周囲とのトラブルになる可能性が高い。また、泣き叫ぶ等の気分変動においては、周囲への影響も大きいと考えられる。

・ＡＤＬ面について

→現在、病棟生活においてはほぼ自立している状態である事、金銭管理や買い物といった日課も出来ている事から、南病棟へ移棟する事で意欲の低下やＡＤＬ面の低下に繋がる可能性も考えられる。また、本人や家族の希望である『施設入所』を視野に入れ今後の支援を展開して行くのであれば、ＡＤＬ面の維持・低下防止の為にも北病棟での対応が良いと思われる。

【今後の支援方針について】

・精神症状悪化時の対応について

→本人の訴えを傾聴する。傾聴しても落ち着かない場合、対応困難な場合は当直医へ報告し、東病棟へ転棟とする。（１～２日対応し、北病棟へ戻る形式）

・諸手続きと家族について

→本人へ届く信書類に関して、本人が分からず確認してきた際は都度説明を行うようにする。また、面会の促しや名字変更の手続き等に関しては病棟スタッフからも確認を取り、こまめに働き掛けて行く。

【精神症状悪化した際の様子について】

・１／１１（水）準夜帯

→排泄を気にした言動あり一時的に泣き叫ぶ事がある。「いつ死んだって構わない」と悲観的な発言も聞かれている。

↓＜考えられる原因・背景＞

①排泄が気になっていた

②年金のハガキが届き、内容が複雑で理解できず混乱していた

③家族へ電話をしているが面会がなかなか無い事で焦りを感じていた

④名字の変更手続きが滞っている事が気になっていた

・１／１６（月）準夜帯

→洗髪が出来なかった事について話しており一時的に泣き叫ぶ事がある。

↓＜考えられる原因・背景＞

①「男女がついてくる」といった体感幻覚様の言動が聞かれていた

②入浴の際、普段行っている工程を忘れてしまい焦ってしまったのでは？

③入浴の際、急いでいる事が多く何か焦る原因があったのでは？（今回は「洗濯が気になる」と話している）






















